
ゼロからのスタート ～大洲小学校の取組～
２００４ ３.

これからの学校づくりには「情報発信」が欠かせません。その一つにホームページの活用があり

ます。それは安い経費で瞬時に情報発信ができ、双方向のやりとりができるなど多くのメリットがあ

るからです。

大洲小学校では、 双方向性のある「地域に開かれた学校づくり」を目指して、遅ればせながら

平成１４年５月にホームページを立ち上げました。初めてホームページ作りをする職員がほとんど

で、まさにゼロからのスタートでした。今年度も、普段は学級事務や校務分掌などに追われている

ため、じっくりまとまった時間の取れる夏休みを利用して３日間ほど、「ホームページ作成」の研修

会を行いました。今では、程度の差こそあれ、ほぼ全員（？）がホームページを作成できるようにな

りました。

ゆめ・夢・ユメ

子どもが変わる 学校が変わる
コンピュータを積極的に活用するこ ホームページを通して家庭や地域と

とにより、コミュニケーション能力や論理 時間に拘束されずに双方向の情報交換

的に組み立てて表現・主張する力が ができる。また、学校運営への参

身に付く。 画も可能である。

最低限、ホームページとプレゼンの作成ができ、校内

ネットワークが活用できなければ、操作可能教員とは

いえないヨ！？

大洲小学校では、今年度初めてパソコンクラが誕生しました。

メンバーは４年生が７人、６年生が３人で、月２回程度の活動を

しています。インターネットで色々なことを調べたり、初めてホ

ームページづくりにも挑戦しまし

た。

パソコンクラブの子どもたち
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